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E3_81_AE_E5_BE_A9_E7_c105_147495.htm 1 ～いかん 意味 が

どのようであるか？ ～によって ？ ～次第で 接 [名 （－の

）] いかん① の果いかんでは、卒できないこともある。 ② 

会社の展は、社のきいかんに かかっている。 用 「いかんと

もしがたい」 ＜残念だがどうにもできない＞ ？ 助けてやり

たい持ちは やまやまだが 、私の力では いかんともしがたい

。 「いかんせん」 ＜ざんねんが（どうにもしようがない）

＞ ？ あたらしい パソコンを 入したいのだが、いかんんせ

ん 予算が ない 注意 主に 改まった面で 用いられる。 2 ～い

かんによらず / ～いかんにかかわらず / ～いかんをわず 意

味 ～がどのようであるかに なく 接 「名-の」 いかんによら

ず ① 理由のいかんによらず、人は されないことだ。 ② 国

民の意のいかんにかかわらず、その法案は 国会で 可される

だろう。 ③ 国籍のいかんをわず、用を受けることのできる

自治体がえている。 注意 主に 改まった面で 用いられる。 3

～（よ） うが / ～（よ） うと 意味 ～しても？～でも 接 [-

意向形] ？[い形-かろう] ？[な形-だろう] が ① 周が いかに 

反しようが、 自分で やると めたことは 最後まで やりぬく

つもりだ。 ② どんなに 入院が 高ろうが、支わざるを 得な

い。 ③ 彼が 政治家として 有力だろうと 、法を 侵したから

には逮捕されるのは 当然のことだ。 4 ～（よ）うが ～ まい

が / ～（よ）うと ～ まいと 意味 ～しても ～しなく ても 接

[－意向形] が [－辞形] まいか ＜同じを 二度り返して 使う



。 II グル-プまたは III グル－プのの合は 「まいか」のまえ

は 「ない形」も使われる＞ ① 雨が 降ろうがふるまが、私

は出かけます。 ② 昔の恋人が 婚しようとしまいと、今の私

には ないことです。 5 ～（よ）う にも ～ない 意味 ～しよ

うとしてもできない ？したいのにできない 接 [－意向形] ＋

にも ＋[-ない形] ない ① お金が なくて、 新しい パソコンを

おうにも えない。 ② が 痛くて、起きようにも 起きられな

かった。 ③ 会社をやめようにも 次の仕事が つからない。 

注意 同じを 二度 り返して使う合、後ろのは可能を表すが 

使われる。 6 ～かぎりだ 意味 とても ～だ ？ 大 ～だ ＜自分

の感情を表す＞ 接 [い形-い] ？ [な形-な] ？[名？の] かぎり

だ ① 山道で 日が暮れて、心いがぎりでした。 ② お祝いの

パ－ティ-に 出席できないとは、残念ながきりでございます

。 ③ みんなに入学を 祝福されて、嬉さのかぎりだった。 

注意 「～かぎりだ」の前には、 上の例のほかに次のような 

感情をあらわす形容がくることが多い。 7 ～がてら 意味 ～

のついでに ＜ある一つの作をするに、ほがのこどもするの

表＞ 接 [-ます形] ？[名] がてら ① お近くにおこしの折れに

は、おびがてら、お寄りください。 ② 散がてら、たばこを

って来よう。  NO.４８ 「～かたがた」「～を兼ねて」 ８ 

～が早いか 意味 ～とすぐに ＜けて すぐに 後の作をする、

あるいはその瞬に 何かがおこる子を表す。＞ 接 [－辞形＋/

た形] が早いか ① 私のをるが早いか、彼は性急にしゃべり

はじめた。 ② 地震だと叫ぶが早いか、子供たちは机の下に

潜りんだ。 ③ ベルがったが早いか、生徒たちは教室をび出

して行った。  NO.３２ 「～なり」 NO.４３ 「～や/～や否



や」 （二）「～たとたん（に）」 ９ ～きらいがある 意味 

～向がある ＜わるい内容を表すことがおおい＞ 接 [-辞形] 

？[名-の] きらいがある ① 多くの中高年サラリマンは仕事

に追われて、健康管理を怠る嫌いがあると言われている。 

② 彼は 最近、どうも みぎのきらいがある。 １０ ～ずには

すまない 意味 ～しないままではされない？～しないでは 事

がわらない 接 [-ない形] ずにはすまない ＜「する」は「せ

じにはすまない」となる＞ ① 部下の失にして、上役は任を

取らずにはすまないものだ。 ② おわびのしるしに何かおり

せずにはすまないでしょう。  NO.30「～ないではすまない

」 １１ ～（で）すら 意味 ～さえ 接 [名（－で）] すら ① 彼

女は 寝るすら 惜しんで、研究に没ている。 ② 疲れて、立

っていることすらできなかった。 ③ そんな易しい字は、小

学生ですらめる。 １２ ～そばから 意味 ～とすぐに ＜次々

に 同じことをり返している子をあらわす＞ 接 [-辞形/た形] 

そばから ① 庭をきれいに くそばから 落ちが 散ってくる。 

② いたそばから忘れてしまうなんて、我ながら情けない。  

「～はしから」 １３。 ただ～のみ 意味 ～だけ 接 ただ ＋ [-

辞形] ？[い形-い] ？[名] のみ ① 今ただ事故にあった方々の

事を祈るのみです。 ② 祖母にとっては、ただくるしいのみ

の人生だったのだろうか。 ③ 友が校してしまい、私の心に

はただ寂しさのみが残った。 14. ただ～のみならず 意味 ～

だけではなく ＜文体。[AのみならずB（まで）（も）」の

形でも用いられ、「ただ」がつくと、よりされる。A、Bに

照的、立的或は似の内容がくる＞ 接 ただ [？い形？な形？

名] の普通形 のみならず ＜ただし[な形]の「だ」は「であ



る」になる。[名]の「だ」はつかないか、「である」にな

る＞ ① 彼女は、倒れていた老人をただ介抱したのみならず

、家まで送り届けたそうだ。 ② 富士山はただたかいのみな

らず、姿も美しいので、日本の象としてされている。 ③ 彼

はただ勇敢であるのみならず、しい心の持ち主でもある。 

④ 彼女はただ友人のみならず、先生方からも信されている

。 15. ～たところで 意味 ～ても ＜逆接の定表.定した内容が

なこと、役に立たないこと、予期に反することや、果にあ

まり影を及ぼさないことになるというし手の判断をあらわ

す。＞ 接 [-た形] ところで ① 今さらぐちをいったところで

、どうにもならない。 ② 束のにこんなにおくれては、行っ

てみたところで、だれもいないだろう。 ③ 今回参加できな

かったところで、また次回にチャンスあるだろう。 16. ～っ

ぱなし 意味 ～たまま ＜自の合は「～たまま化がない」。他

の合は「～たままそのあと何もしない」と、し手の不や非

の持ちを含むことが多い。＞ 接 [-ます形] ＋っぱんし ① 新

がんで、大阪から京までずっとたちっぱなしだった。 ② 弟

は何でもやりっぱなしで、いつも母に後始末をしてもらっ

ている。 １7. ～であれ/ ～であれ ～であれ 意味 ～でも/ ～

でも ～でも ＜「AであれBであれ」の合、AとBには照的、

立的或は似の内容がくる。＞ 接 [名] であれ ① たとえ国王

であれ、国民すべてをわせることができるわけではない。 

② 何であれ、必要ならばわなければなるまい。 ③ 正社であ

れ￥パ－トであれ、仕事にする任わりません。 18. ～てから

というもの 意味 ～てから後はずっと ＜「Aてからというも

のB」はAがあってその後、それが原因でずっとBのように



なっていることを表す。＞ 接 [-て形] からというもの ① 娘

がって来てからというもの、年老いた父はえるはど元にな

った。 ② 水泳をい始めてからというもの、冬でもかぜをひ

かなくなった。 19. ～ではあるまいし/～じゃあるまいし 意

味 ～ではないのだから 接 [-辞形/ た形] の/ん ？[名] ではあ

るまいし ① 冬山登山をするのではあるまいし、大げさな格

好は要りません。 ② 子供ではあるまいし、暗い所が怖いな

んて、おかしいですね。 ③ 幽がれたんじゃあるまいし、そ

んないたをするなよ。 注意 「～じゃあるまいし」はし言. 

２０。 ～とあって 意味 ～ので 接 [？い形？な形？名]の普

通形 とあって＜ただし、[な形]と[名]の「だ」はつかない

ことが多い。＞ ① 人スタ-がやって来るとあって、大の人

たちが待ち受けていた。 ② このホテルは交通の便がいいと

あって、ビジネスマンの出によく使われる。 ③ そのクイズ

は景品が豪とあって、募が到している。 ④ 店セ-ルとあっ

て、店内は押すな押すなのにぎわいだった。 21. ～とあれば

意味 ～なら 接 [ ？い形 ？な形 ？名]の普通形 とあれば ① 来

の客が来るとあれば、腕をふるってご走をたくさん用意し

よう。 ② だれも手ってくれないとあれば、私が一人でやる

しかないだろう。 ③ 体が大きく、足腰がいとあれば、ラグ

ビ-手にはうってつけだ。 ④ 家が安く、日当たりがよくて

、その上静かとあれば、古いアパ-トでも借り手はあるだろ

う。 ⑤ 子供のためとあれば、は何をおいてもできる限りの

ことをするものです。 22. ～といい～といい 意味 ～も～も

＜「AといいBといい」の形で、A、Bには照的、立的あるい

は似の内容を例示する＞ 接 [名] といい [名] といい ① この



ドレス、色といいデザインといい、お客によくお似合いで

すよ。 ② 手といい足といい、引っかきだらけだった。 参考

「AといわずBといわず」＜AもBも（さらに全体が、その度

になっている。＞ ？手といわず足といわず、引っかきだら

けだった。 ＜手も足もさらに全身が引っかきだらけだった

。 23. ～といえども 意味 ～けれども？～ても ＜文体の逆接

の表.「いかに～といえども」や「たとえ～といえども」の

ような形をとると。特な、或は端な内容をする表となる。

＞ 接 [？い形？な形？名]の普通 といえども ＜ただし、[な

形]と[名]の[だ」はつかないことが多い。＞ ① 近年、医学

が目しくしたといえども、病人の数は少向にはない。 ② い

かに 多忙といえども、健康管理を怠ってはならない。 ③ た

とえ外国人といえども、「にいってはにしたがえ」のこと

わざ通りです。 参考 NO.28「～とはいえ」 用 「おいたりと

いえども」＜文体で「年をとっているけれども」の意味。

＞ ？老いたりといえども、まだまだ若いものにはけないつ

もりだ。 ２４。 ～とおもいきや 意味 ～とおもったけれど

も 接 [？い形？な形？名]の普通形 思いきや ＜ただし、[な

形]と[名]の「だ」はつかないことが多い。＞ ① 前をけると

思いきや、リ－ダ-は退却の命令をした。 ② あわやアウト

と思いきや、判はセ－フと宣した。 100Test 下载频道开通，

各类考试题目直接下载。详细请访问 www.100test.com 


